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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

　
　
知
っ
て
お
き
た
い
家
主
の
対
策

　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
と
は
い
え
、現

在
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
脅
威
や
経
済
への
ダ
メ
ー

ジ
は
続
い
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、み
な
さ
ん
の
疑
問

に
お
答
え
し
な
が
ら
、今
、大
家
さ
ん
が
把
握
し
て

お
く
べき
対
応
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
Q
1
】住
居
と
テ
ナ
ン
ト
を
運
営
し
てい
る
の
で

す
が
、借
主
様
か
ら
家
賃
の
減
額
や
支
払
い
猶
予

の
要
望
が
出
て
い
ま
す
。滞
納
者
も
発
生
し
て
い

る
の
で
す
が
、ど
う
対
応
すべき
でし
ょ
う
。

【
A
1
】こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、ま
ず
は
借
主

側
に
国
が
用
意
し
て
い
る
家
賃
の
補
助
金
制
度

の
活
用
を
提
案
し
ま
し
ょ
う
。例
え
ば
、住
居
の

入
居
者
様
に
は「
住
居
確
保
給
付
金
」が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど

の
影
響
で
収
入
が
減
少
し
、生
活
が
困
窮
し
て
い

る
方
の
た
め
の
補
助
金
で
す
。対
象
要
件
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
主
た
る
生
計
維
持
者
が
離
職・廃
業
後
2
年

以
内
で
あ
る
場
合
、も
し
く
は
個
人
の
責
任・

都
合
に
よ
ら
ず
給
与
な
ど
を
得
る
機
会
が
、

離
職・廃
業
と
の
同
程
度
ま
で
減
少
し
て
い

る
場
合

②
直
近
の
月
の
世
帯
収
入
合
計
額
が
、市
町
村
民

税
の
均
等
額
が
非
課
税
と
な
る
額
の
1
／
12

と
、家
賃（
た
だ
し
上
限
あ
り
）の
合
計
額
を
超

え
てい
な
い
こ
と

③
現
在
の
世
帯
の
預
貯
金
合
計
額
が
、各
市
区
町

村
で
定
め
る
額
を
超
え
てい
な
い
こ
と

④
誠
実
か
つ
熱
心
に
求
職
活
動
を
行
う
こ
と

　
以
上
を
満
た
し
て
い
る
方
な
ら
、申
請
す
る
こ

と
で
家
賃
額（
市
区
町
村
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
支

給
上
限
額
以
内
）が
原
則
3
ヵ
月
間（
延
長
2
回

ま
で
最
大
9
ヵ
月
間
）支
給
さ
れ
ま
す
。し
か
も
、

給
付
金
は
自
治
体
か
ら
大
家
さ
ん
や
管
理
会
社

さ
ん
へ
、直
接
支
払
わ
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

　
ま
た
、テ
ナ
ン
ト
の
場
合
に
は「
家
賃
支
援
給
付

金
」が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、売
上
が
急
減

し
た
事
業
者
の
方
を
救
済
す
る
た
め
の
家
賃
補
助

で
す
。給
付
の
対
象
者
は
資
本
金
10
億
円
未
満
の

中
堅
企
業
、中
小
企
業
、小
規
模
事
業
者
、個
人
事

業
者
な
ど
に
な
り
ま
す
。売
上
減
の
対
象
に
な
る

期
間
は
2
0
2
0
年
5
月
〜
12
月
で
、こ
の
期
間

に
お
い
て「
前
年
同
月
比
50
％
以
上
減
少
」も
し
く

は「
連
続
す
る
3
ヵ
月
が
前
年
同
期
比
30
％
以
上

減
少
」し
て
い
る
事
業
主
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

給
付
額
は
次
の
通
り
で
す
。

■
法
人
の
場
合

①
支
払
賃
料
が
月
額
75
万
円
以
下
＝
支
払
賃
料

×
2
／
3

②
支
払
賃
料
が
75
万
円
超
＝
50
万
円
＋「
支
払
賃

料
の
75
万
円
の
超
過
分
×
1
／
3
」

■
個
人
事
業
者
の
場
合

①
支
払
賃
料
が
月
額
37
万
5
0
0
0
円
以
下
＝

支
払
賃
料
×
2
／
3

②
支
払
賃
料
が
月
額
37
万
5
0
0
0
円
超
＝
25

万
円
＋「
支
払
賃
料
の
37
万
5
0
0
0
円
の
超

過
分
×
1
／
3
」

　
た
だ
し
、法
人
は
月
1
0
0
万
円
が
上
限
と
な

り
最
大
6
ヵ
月
＝
6
0
0
万
円
、個
人
事
業
者
は

月
50
万
円
が
上
限
で
最
大
6
ヵ
月
＝
3
0
0
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
給
付
の
時
期
に
つ
い
て
は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、7
月
中
に
は
申
請
が
開
始
さ
れ
る
見
込
み（
7

月
6
日
現
在
）で
、テ
ナ
ン
ト
の
業
種
に
制
限
な
ど

も
な
い
た
め
、幅
広
い
事
業
者
の
方
が
家
賃
補
助

を
受
け
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

【
Q
２
】入
居
者
様
が
申
請
す
る
補
助
金
以
外
で
、

大
家
さ
ん
が
事
前
に
で
き
る
滞
納
の
対
策
は
あ

り
ま
す
か
。

【
A
2
】今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
、必
要
性
を
改
め
て
強
く
感
じ
る
の

が
家
賃
保
証
会
社
さ
ん
は
、借
主
に
債
務
不
履
行

（
家
賃
滞
納
な
ど
）が
あ
っ
た
場
合
に
、貸
主
に
家

賃
を
立
て
替
え
て
支
払
う（
代
位
弁
済
）業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、賃
貸
借
契
約
時
に
利

用
し
て
お
け
ば
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
滞
納
が
発
生
し
て
も
、大
家
さ
ん
は
家

賃
が
保
証
さ
れ
る
わ
け
で
す
。事
前
に
実
際
で
き

る
対
策
と
し
て
は
、非
常
に
効
果
的
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
も
、保
証
に
よ
っ
て
は
家
賃
以
外
に
、更
新

料
や
退
去
時
の
原
状
回
復
費
用
、さ
ら
に
部
屋
の

明
渡
し
訴
訟
の
裁
判
費
用
な
ど
を
負
担
し
て
く

れ
る
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、強
制
退
去

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
も
損
失
を
抑
え
る
こ
と

が
可
能
で
す
。実
際
に
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
考

慮
す
べ
き
な
の
は
、保
証
プ
ラ
ン
の
内
容
に
対
す

る
利
用
料
の
バ
ラ
ン
ス
、そ
し
て
契
約
時
の
審
査

の
厳
し
さ
で
す
。理
由
は
、保
証
会
社
さ
ん
の
審
査

が
厳
し
過
ぎ
る
と
契
約
自
体
が
決
ま
り
に
く
い
か

ら
で
す
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、家
賃
保
証
会
社

さ
ん
を
活
用
す
る
こ
と
が
安
心
に
繋
が
り
ま
す
。

【
Q
3
】家
賃
収
入
が
減
り
金
融
機
関
への
返
済

が
厳
し
い
状
況
な
の
で
す
が
、何
か
対
策
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

【
A
3
】所
有
物
件
の
テ
ナ
ン
ト
事
業
者
が
、家
賃

を
支
払
え
な
い
等
の
状
況
に
な
っ
た
場
合
、家
主

と
し
て
も
銀
行
への
不
動
産
ロ
ー
ン
の
返
済
が
あ

る
た
め
、簡
単
に
了
解
し
に
く
い
心
情
で
し
ょ
う
。

ま
ず
、金
融
機
関
への
返
済
の
猶
予
を
お
願
い
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。1
年
間
の
返
済
猶
予
と
、金
利
の

減
免
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、一定
期
間
、家
賃
収
入
が

無
か
っ
た
と
し
て
も
、当
面
の
間
は
、凌
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。現
在
は
、金
融
機
関
に
相
談
窓
口
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、返
済
猶
予
や
期
間
の
見
直
し
な

ど
を
検
討
し
て
く
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、資
金
繰
り
の
支
援
策
と
し
て
用
意
さ

れ
て
い
る
、次
の
よ
う
な
実
質
3
年
間
無
利
子
融

資
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

①
日
本
政
策
金
融
公
庫
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
特
別
貸
付
／
■
実
質
無
利
子
化

の
限
度
額
＝
2
億
円（
中
小
事
業・別
枠
）、

4
0
0
0
万
円（
国
民
事
業・別
枠
）■
期
間

＝
20
年（
設
備
資
金
）、15
年（
運
転
資
金
）

②
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
＝
危
機
対
応
融
資
／

■
実
質
無
利
子
化
の
限
度
額
＝
2
億
円（
別

枠
）■
期
間
＝
20
年（
設
備
資
金
）、15
年（
運

転
資
金
）

　
こ
れ
ら
の
融
資
を
利
用
す
る
に
は
、個
人
事
業

主
の
場
合
で
売
上
高
5
％
以
上
、さ
ら
に
小・中

規
模
企
業
者
で
は
売
上
高
20
％
以
上（
セ
ー
フ

ティ
ネ
ッ
ト
保
証
4
号・機
器
関
連
保
証
は
15
％

以
上
）の
減
少
が
要
件
と
な
り
ま
す（
た
だ
し
、製

造
業・建
設
業・運
輸
業・そ
の
他
業
種
で
従
業

員
20
名
以
下
、ま
た
は
卸
売
業・小
売
業・サ
ー

ビ
ス
業
で
従
業
員
5
名
以
下
の
場
合
は
売
上
高

15
％
以
上
の
減
少
で
O
K
）。

【
Q
4
】入
居
者
様
か
ら
感
染
者
が
出
る
リ
ス
ク

を
減
ら
す
た
め
に
、実
践
す
べ
き
対
策
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
。

【
A
4
】ま
ず
は
、物
件
の
共
用
部
を
定
期
的
に

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
し
、そ
の
旨
を
掲
示
板
な
ど
で

告
知
す
れ
ば
安
心
感
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
あ
る
物
件
な
ら
、入
居
者
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グラフで見る賃貸動向

男女

年齢

男性
39人

女性
27人

アパマンショップ帯広南店西店・南店集計データ（R2.8.1～R2.8.28）

希望の
間取

1LDK
35件

4R
4件

2K
6件

2LDK
35件

その他
24件

希望の
築年数

希望
建物種別

5以内 4件 60代以上 2件50代 2件

40代
10件

10代
11件

9月 
26件

8月
15件

10月
12件

11月
4件

20代
30件

戸建
9件

30代
11件15年以内

12件

10年以内
12件

こだわらない
38件

こだわらない
44件

引越の
時期

3LDK
14件

1DK 10件

マンション
5件

アパート
8件

12月
7件

その他 1件4月 1件

　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
と
は
い
え
、現

在
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
脅
威
や
経
済
への
ダ
メ
ー

ジ
は
続
い
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、み
な
さ
ん
の
疑
問

に
お
答
え
し
な
が
ら
、今
、大
家
さ
ん
が
把
握
し
て

お
く
べき
対
応
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
Q
1
】住
居
と
テ
ナ
ン
ト
を
運
営
し
てい
る
の
で

す
が
、借
主
様
か
ら
家
賃
の
減
額
や
支
払
い
猶
予

の
要
望
が
出
て
い
ま
す
。滞
納
者
も
発
生
し
て
い

る
の
で
す
が
、ど
う
対
応
すべき
でし
ょ
う
。

【
A
1
】こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、ま
ず
は
借
主

側
に
国
が
用
意
し
て
い
る
家
賃
の
補
助
金
制
度

の
活
用
を
提
案
し
ま
し
ょ
う
。例
え
ば
、住
居
の

入
居
者
様
に
は「
住
居
確
保
給
付
金
」が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど

の
影
響
で
収
入
が
減
少
し
、生
活
が
困
窮
し
て
い

る
方
の
た
め
の
補
助
金
で
す
。対
象
要
件
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
主
た
る
生
計
維
持
者
が
離
職・廃
業
後
2
年

以
内
で
あ
る
場
合
、も
し
く
は
個
人
の
責
任・

都
合
に
よ
ら
ず
給
与
な
ど
を
得
る
機
会
が
、

離
職・廃
業
と
の
同
程
度
ま
で
減
少
し
て
い

る
場
合

②
直
近
の
月
の
世
帯
収
入
合
計
額
が
、市
町
村
民

税
の
均
等
額
が
非
課
税
と
な
る
額
の
1
／
12

と
、家
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た
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あ
り
）の
合
計
額
を
超

え
てい
な
い
こ
と
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現
在
の
世
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の
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金
合
計
額
が
、各
市
区
町

村
で
定
め
る
額
を
超
え
てい
な
い
こ
と

④
誠
実
か
つ
熱
心
に
求
職
活
動
を
行
う
こ
と

　
以
上
を
満
た
し
て
い
る
方
な
ら
、申
請
す
る
こ

と
で
家
賃
額（
市
区
町
村
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
支

給
上
限
額
以
内
）が
原
則
3
ヵ
月
間（
延
長
2
回

ま
で
最
大
9
カ
月
間
）支
給
さ
れ
ま
す
。し
か
も
、

給
付
金
は
自
治
体
か
ら
大
家
さ
ん
や
管
理
会
社

さ
ん
へ
、直
接
支
払
わ
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

　
ま
た
、テ
ナ
ン
ト
の
場
合
に
は「
家
賃
支
援
給
付

金
」が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、売
上
が
急
減

し
た
事
業
者
の
方
を
救
済
す
る
た
め
の
家
賃
補
助

で
す
。給
付
の
対
象
者
は
資
本
金
10
億
円
未
満
の

中
堅
企
業
、中
小
企
業
、小
規
模
事
業
者
、個
人
事

業
者
な
ど
に
な
り
ま
す
。売
上
減
の
対
象
に
な
る

期
間
は
2
0
2
0
年
5
月
〜
12
月
で
、こ
の
期
間

に
お
い
て「
前
年
同
月
比
50
％
以
上
減
少
」も
し
く

は「
連
続
す
る
3
ヵ
月
が
前
年
同
期
比
30
％
以
上

減
少
」し
て
い
る
事
業
主
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

給
付
額
は
次
の
通
り
で
す
。

■
法
人
の
場
合

①
支
払
賃
料
が
月
額
75
万
円
以
下
＝
支
払
賃
料

×
2
／
3

②
支
払
賃
料
が
75
万
円
超
＝
50
万
円
＋「
支
払
賃

料
の
75
万
円
の
超
過
分
×
1
／
3
」

■
個
人
事
業
者
の
場
合

①
支
払
賃
料
が
月
額
37
万
5
0
0
0
円
以
下
＝

支
払
賃
料
×
2
／
3

②
支
払
賃
料
が
月
額
37
万
5
0
0
0
円
超
＝
25

万
円
＋「
支
払
賃
料
の
37
万
5
0
0
0
円
の
超

過
分
×
1
／
3
」

　
た
だ
し
、法
人
は
月
1
0
0
万
円
が
上
限
と
な

り
最
大
6
カ
月
＝
6
0
0
万
円
、個
人
事
業
者
は

月
50
万
円
が
上
限
で
最
大
6
カ
月
＝
3
0
0
万

円
と
な
って
い
ま
す
。

　
給
付
の
時
期
に
つ
い
て
は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、7
月
中
に
は
申
請
が
開
始
さ
れ
る
見
込
み（
7

月
6
日
現
在
）で
、テ
ナ
ン
ト
の
業
種
に
制
限
な
ど

も
な
い
た
め
、幅
広
い
事
業
者
の
方
が
家
賃
補
助

を
受
け
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

【
Q
２
】入
居
者
様
が
申
請
す
る
補
助
金
以
外
で
、

大
家
さ
ん
が
事
前
に
で
き
る
滞
納
の
対
策
は
あ

り
ま
す
か
。

【
A
2
】今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
、必
要
性
を
改
め
て
強
く
感
じ
る
の

が
家
賃
保
証
会
社
さ
ん
は
、借
主
に
債
務
不
履
行

（
家
賃
滞
納
な
ど
）が
あ
っ
た
場
合
に
、貸
主
に
家

賃
を
立
て
替
え
て
支
払
う（
代
位
弁
済
）業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、賃
貸
借
契
約
時
に
利

用
し
て
お
け
ば
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
滞
納
が
発
生
し
て
も
、大
家
さ
ん
は
家

賃
が
保
証
さ
れ
る
わ
け
で
す
。事
前
に
実
際
で
き

る
対
策
と
し
て
は
、非
常
に
効
果
的
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
も
、保
証
に
よ
っ
て
は
家
賃
以
外
に
、更
新

料
や
退
去
時
の
原
状
回
復
費
用
、さ
ら
に
部
屋
の

明
渡
し
訴
訟
の
裁
判
費
用
な
ど
を
負
担
し
て
く

れ
る
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、強
制
退
去

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
も
損
失
を
抑
え
る
こ
と

が
可
能
で
す
。実
際
に
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
考

慮
す
べ
き
な
の
は
、保
証
プ
ラ
ン
の
内
容
に
対
す

る
利
用
料
の
バ
ラ
ン
ス
、そ
し
て
契
約
時
の
審
査

の
厳
し
さ
で
す
。理
由
は
、保
証
会
社
さ
ん
の
審
査

が
厳
し
過
ぎ
る
と
契
約
自
体
が
決
ま
り
に
く
い
か

ら
で
す
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、家
賃
保
証
会
社

さ
ん
を
活
用
す
る
こ
と
が
安
心
に
繋
が
り
ま
す
。

【
Q
3
】家
賃
収
入
が
減
り
金
融
機
関
への
返
済

が
厳
し
い
状
況
な
の
で
す
が
、何
か
対
策
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

【
A
3
】所
有
物
件
の
テ
ナ
ン
ト
事
業
者
が
、家
賃

を
支
払
え
な
い
等
の
状
況
に
な
っ
た
場
合
、家
主

と
し
て
も
銀
行
への
不
動
産
ロ
ー
ン
の
返
済
が
あ

る
た
め
、簡
単
に
了
解
し
に
く
い
心
情
で
し
ょ
う
。

ま
ず
、金
融
機
関
への
返
済
の
猶
予
を
お
願
い
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。1
年
間
の
返
済
猶
予
と
、金
利
の

減
免
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、一定
期
間
、家
賃
収
入
が

無
か
っ
た
と
し
て
も
、当
面
の
間
は
、凌
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。現
在
は
、金
融
機
関
に
相
談
窓
口
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、返
済
猶
予
や
期
間
の
見
直
し
な

ど
を
検
討
し
て
く
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、資
金
繰
り
の
支
援
策
と
し
て
用
意
さ

れ
て
い
る
、次
の
よ
う
な
実
質
3
年
間
無
利
子
融

資
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

①
日
本
政
策
金
融
公
庫
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
特
別
貸
付
／
■
実
質
無
利
子
化

の
限
度
額
＝
2
億
円（
中
小
事
業・別
枠
）、

4
0
0
0
万
円（
国
民
事
業・別
枠
）■
期
間

＝
20
年（
設
備
資
金
）、15
年（
運
転
資
金
）

②
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
＝
危
機
対
応
融
資
／

■
実
質
無
利
子
化
の
限
度
額
＝
2
億
円（
別

枠
）■
期
間
＝
20
年（
設
備
資
金
）、15
年（
運

転
資
金
）

　
こ
れ
ら
の
融
資
を
利
用
す
る
に
は
、個
人
事
業

主
の
場
合
で
売
上
高
5
％
以
上
、さ
ら
に
小・中

規
模
企
業
者
で
は
売
上
高
20
％
以
上（
セ
ー
フ

ティ
ネ
ッ
ト
保
証
4
号・機
器
関
連
保
証
は
15
％

以
上
）の
減
少
が
要
件
と
な
り
ま
す（
た
だ
し
、製

造
業・建
設
業・運
輸
業・そ
の
他
業
種
で
従
業

員
20
名
以
下
、ま
た
は
卸
売
業・小
売
業・サ
ー

ビ
ス
業
で
従
業
員
5
名
以
下
の
場
合
は
売
上
高

15
％
以
上
の
減
少
で
O
K
）。

【
Q
4
】入
居
者
様
か
ら
感
染
者
が
出
る
リ
ス
ク

を
減
ら
す
た
め
に
、実
践
す
べ
き
対
策
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
。

【
A
4
】ま
ず
は
、物
件
の
共
用
部
を
定
期
的
に

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
し
、そ
の
旨
を
掲
示
板
な
ど
で

告
知
す
れ
ば
安
心
感
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
あ
る
物
件
な
ら
、入
居
者

様
用
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
置
い
て
お
く

の
も
喜
ば
れ
る
は
ず
で
す
。次
に
入
居
者
様

に
対
し
て
、感
染
予
防
に
つ
い
て
の
呼
び
か

け
も
行
い
ま
し
ょ
う
。共
用
部
や
掲
示
板
が

あ
る
物
件
な
ら
、そ
こ
に
手
洗
い
や
マ
ス
ク

着
用
な
ど
に
つ
い
て
注
意
喚
起
し
た
感
染
症

対
策
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
の
も
良
い
と
思
い

ま
す
。感
染
予
防
に
つ
い
て
書
か
れ
た
ポ
ス

タ
ー
は
、厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
し
、大
家
さ
ん
自

ら
が
作
成
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、

マ
ス
ク
や
携
帯
用
の
除
菌
グ
ッ
ズ
、安
価
な

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
入
居
者
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

　
最
後
に
、人
々
の
在
宅
時
間
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
騒
音
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、入
居
者
様
同
士

で
言
い
争
い
が
起
こ
れ
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。そ
の
た
め
、生
活
騒
音
に
つ
い
て
注
意

喚
起
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
共
用
部
や
掲
示
板
に

貼
る
な
ど
の
対
策
を
行
って
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
Q
5
】今
後
は
収
入
減
の
人
が
増
え
る
と

思
う
の
で
す
が
、入
居
決
め
に
効
果
的
な
施

策
は
あ
り
ま
す
か
。

【
A
5
】一
番
効
果
的
な
の
は
、募
集
条
件
を

緩
和
す
る
こ
と
で
す
。な
か
で
も
、最
初
に
検

討
し
た
い
の
は
敷
金
や
礼
金
な
ど
の
初
期
費

用
の
見
直
し
で
す
。例
え
ば
、敷
金
礼
金
を
ゼ

ロ
に
し
て
フ
リ
ー
レ
ン
ト
を
つ
け
る
な
ど
の

対
策
を
行
う
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。さ
ら

に
、高
齢
者
、外
国
人
、ペ
ッ
ト
可
な
ど
に
す

る
の
も
効
果
的
で
す
。そ
れ
で
も
入
居
が
決

ま
ら
な
い
時
は
、家
賃
を
下
げ
る
こ
と
を
視

野
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。値
引
き
の
目
安
は
、ま

ず
は
競
合
物
件
の
家
賃
相
場
か
ら
数
千
円

ぐ
ら
い
安
く
し
て
様
子
を
見
る
の
が
良
い
と

思
い
ま
す
。さ
ら
に
、小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金「
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
」を
申
請
し

て
、物
件
の
設
備
面
を
強
化
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。こ
の
補
助
金
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
事
業
環
境
に
与
え
る
影
響
を

乗
り
越
え
る
た
め
、①
サ
プ
ライ
チ
ェ
ーン
の

毀
損
への
対
応
、②
非
対
面
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
への
転
換
、③
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整

備
と
い
っ
た
対
策
に
取
り
組
む
小
規
模
事
業

者
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。申
請
の
際
は
、

地
域
の
商
工
会
ま
た
は
商
工
会
議
所
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
受
け
経
営
計
画
を
作
成
し
ま

す
。審
査
が
通
れ
ば
、最
大
1
0
0
万
円（
①

は
使
用
金
額
の
2
／
3
ま
で
、②
と
③
は
3

／
4
ま
で
）の
補
助
が
出
ま
す
。「
入
居
者
様

の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
要
望
に
応
え
る
た
め
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
無
料
に
す
る
」「
感
染
症
予
防

と
し
て
対
面
受
け
取
り
を
減
ら
す
た
め
、宅

配
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
」な
ど
、し
っ
か
り

し
た
理
由
を
根
拠
に
書
類
を
ま
と
め
れ
ば
、

審
査
が
通
る
確
率
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

【
Q
6
】入
居
者
様
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウイ
ル
ス

に
感
染
し
てし
ま
い
ま
し
た
。ど
う
対
応
すべ

き
でし
ょ
う
か
。

【
A
6
】入
居
者
様
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
場
合
は
、迅
速
に
地
域
の
保
健

所
に
連
絡
し
て
指
示
を
仰
ぎ
ま
し
ょ
う
。そ
し

て
、物
件
の
共
用
部
分
な
ど
を
、し
っ
か
り
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
す
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
絶
対
に
や
っ
て
は
い
け
な
い
の
が
、大
家

さ
ん
が
他
の
入
居
者
様
に「
感
染
さ
れ
た
方

の
情
報
」を
伝
え
る
こ
と
で
す
。感
染
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
が
必
要
な
た
め
、こ

の
よ
う
な
行
為
は
慎
む
べ
き
で
す
。た
と
え
、

別
の
入
居
者
様
か
ら
問
合
せ
が
入
っ
て
も
、

感
染
の
事
実
は
回
答
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。感
染
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
徹
底
し
て

守
る
方
向
で
動
い
て
く
だ
さ
い
。も
し
も「
感

染
者
が
出
た
」と
い
う
情
報
が
漏
れ
て
も
慌

て
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。理
由
は
、感
染

す
る
こ
と
自
体
は
犯
罪
行
為
で
は
な
い
か
ら

で
す
。仮
に
、既
存
の
入
居
者
様
か
ら「
感
染

者
を
撤
去
さ
せ
て
欲
し
い
」と
い
っ
た
要
望

が
出
て
も
対
応
す
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。

感
染
さ
れ
た
方
も
被
害
者
で
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
た
こ
と
が
契
約
解
除
の

事
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
む
し
ろ「
退
去
さ
せ
て
欲
し
い
」と
騒
い
で

い
る
入
居
者
様
に
、き
ち
ん
と
今
後
の
予
防

策
を
説
明
し
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

【
Q
7
】賃
貸
経
営
が
厳
し
く
な
っ
た
場
合
、

税
金
や
社
会
保
険
料
な
ど
に
支
払
い
の
猶
予

は
あ
る
の
でし
ょ
う
か
。

【
A
7
】今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
救
済
措
置
と
し

て
、国
税
や
地
方
税
、さ
ら
に
社
会
保
険
料
な

ど
に
つ
い
て
も
、無
担
保
の
延
滞
金
な
し
と
い

う
形
で
1
年
間
の
猶
予
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、国
税
で
は
所
得
税
、法
人
税
、消

費
税
な
ど
、印
紙
で
納
め
る
も
の
を
除
い
た
、

ほ
ぼ
す
べて
の
税
目
が
対
象
に
な
り
ま
す
。要

件
と
し
て
は
、2
0
2
0
年
２
月
以
降
の
任

意
の
期
間（
1
ヶ
月
以
上
）に
お
い
て
、事
業

等
に
か
か
る
収
入
が
前
年
同
期
に
比
べ
て
、

概
ね
20
％
以
上
減
少
し
て
い
る
場
合
と
な
り

ま
す
。ま
た
、納
付
す
べ
き
国
税
の
納
期
限
ま

で
に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。さ
ら
に
、

地
方
税
も
個
人
住
民
税
、地
方
法
人
二
税
、

固
定
資
産
税
な
ど
、証
紙
徴
収
の
方
法
で
納

め
る
も
の
を
除
い
た
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
税
目
が

対
象
で
す
。

　
そ
し
て
、固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
に

も
減
免
の
措
置
が
あ
り
ま
す
。要
件
と
し
て
は

2
0
2
0
年
2
〜
10
月
の
任
意
の
連
続
す
る

3
ヵ
月
の
売
上
が
前
年
同
期
比
30
％
以
上
減

少
し
た
場
合
、１
／
２
に
軽
減
、50
％
以
上
減

少
し
た
ケ
ー
ス
は
全
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

　
最
後
に
、社
会
保
険
料
に
つ
い
て
で
す

が
、2
0
2
0
年
2
月
以
降
の
任
意
の
期
間

（
1
ヵ
月
以
上
）で
、事
業
収
入
な
ど
が
前
年

同
期
に
比
べ
20
％
以
上
減
少
し
て
い
る
場
合

に
は
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
納
付
を
猶
予

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、国
民
健
康
保
険
料
に
も
、納
税
猶

予
や
軽
減
措
置
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、各
自
治
体
に
問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
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緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
と
は
い
え
、現

在
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
脅
威
や
経
済
への
ダ
メ
ー

ジ
は
続
い
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、み
な
さ
ん
の
疑
問

に
お
答
え
し
な
が
ら
、今
、大
家
さ
ん
が
把
握
し
て

お
く
べき
対
応
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
Q
1
】住
居
と
テ
ナ
ン
ト
を
運
営
し
てい
る
の
で

す
が
、借
主
様
か
ら
家
賃
の
減
額
や
支
払
い
猶
予

の
要
望
が
出
て
い
ま
す
。滞
納
者
も
発
生
し
て
い

る
の
で
す
が
、ど
う
対
応
すべき
でし
ょ
う
。

【
A
1
】こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、ま
ず
は
借
主

側
に
国
が
用
意
し
て
い
る
家
賃
の
補
助
金
制
度

の
活
用
を
提
案
し
ま
し
ょ
う
。例
え
ば
、住
居
の

入
居
者
様
に
は「
住
居
確
保
給
付
金
」が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど

の
影
響
で
収
入
が
減
少
し
、生
活
が
困
窮
し
て
い

る
方
の
た
め
の
補
助
金
で
す
。対
象
要
件
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
主
た
る
生
計
維
持
者
が
離
職・廃
業
後
2
年

以
内
で
あ
る
場
合
、も
し
く
は
個
人
の
責
任・

都
合
に
よ
ら
ず
給
与
な
ど
を
得
る
機
会
が
、

離
職・廃
業
と
の
同
程
度
ま
で
減
少
し
て
い

る
場
合

②
直
近
の
月
の
世
帯
収
入
合
計
額
が
、市
町
村
民

税
の
均
等
額
が
非
課
税
と
な
る
額
の
1
／
12

と
、家
賃（
た
だ
し
上
限
あ
り
）の
合
計
額
を
超

え
てい
な
い
こ
と

③
現
在
の
世
帯
の
預
貯
金
合
計
額
が
、各
市
区
町

村
で
定
め
る
額
を
超
え
てい
な
い
こ
と

④
誠
実
か
つ
熱
心
に
求
職
活
動
を
行
う
こ
と

　
以
上
を
満
た
し
て
い
る
方
な
ら
、申
請
す
る
こ

と
で
家
賃
額（
市
区
町
村
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
支

給
上
限
額
以
内
）が
原
則
3
ヵ
月
間（
延
長
2
回

ま
で
最
大
9
カ
月
間
）支
給
さ
れ
ま
す
。し
か
も
、

給
付
金
は
自
治
体
か
ら
大
家
さ
ん
や
管
理
会
社

さ
ん
へ
、直
接
支
払
わ
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

　
ま
た
、テ
ナ
ン
ト
の
場
合
に
は「
家
賃
支
援
給
付

金
」が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、売
上
が
急
減

し
た
事
業
者
の
方
を
救
済
す
る
た
め
の
家
賃
補
助

で
す
。給
付
の
対
象
者
は
資
本
金
10
億
円
未
満
の

中
堅
企
業
、中
小
企
業
、小
規
模
事
業
者
、個
人
事

業
者
な
ど
に
な
り
ま
す
。売
上
減
の
対
象
に
な
る

期
間
は
2
0
2
0
年
5
月
〜
12
月
で
、こ
の
期
間

に
お
い
て「
前
年
同
月
比
50
％
以
上
減
少
」も
し
く

は「
連
続
す
る
3
ヵ
月
が
前
年
同
期
比
30
％
以
上

減
少
」し
て
い
る
事
業
主
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

給
付
額
は
次
の
通
り
で
す
。

■
法
人
の
場
合

①
支
払
賃
料
が
月
額
75
万
円
以
下
＝
支
払
賃
料

×
2
／
3

②
支
払
賃
料
が
75
万
円
超
＝
50
万
円
＋「
支
払
賃

料
の
75
万
円
の
超
過
分
×
1
／
3
」

■
個
人
事
業
者
の
場
合

①
支
払
賃
料
が
月
額
37
万
5
0
0
0
円
以
下
＝

支
払
賃
料
×
2
／
3

②
支
払
賃
料
が
月
額
37
万
5
0
0
0
円
超
＝
25

万
円
＋「
支
払
賃
料
の
37
万
5
0
0
0
円
の
超

過
分
×
1
／
3
」

　
た
だ
し
、法
人
は
月
1
0
0
万
円
が
上
限
と
な

り
最
大
6
カ
月
＝
6
0
0
万
円
、個
人
事
業
者
は

月
50
万
円
が
上
限
で
最
大
6
カ
月
＝
3
0
0
万

円
と
な
って
い
ま
す
。

　
給
付
の
時
期
に
つ
い
て
は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、7
月
中
に
は
申
請
が
開
始
さ
れ
る
見
込
み（
7

月
6
日
現
在
）で
、テ
ナ
ン
ト
の
業
種
に
制
限
な
ど

も
な
い
た
め
、幅
広
い
事
業
者
の
方
が
家
賃
補
助

を
受
け
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

【
Q
２
】入
居
者
様
が
申
請
す
る
補
助
金
以
外
で
、

大
家
さ
ん
が
事
前
に
で
き
る
滞
納
の
対
策
は
あ

り
ま
す
か
。

【
A
2
】今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
、必
要
性
を
改
め
て
強
く
感
じ
る
の

が
家
賃
保
証
会
社
さ
ん
は
、借
主
に
債
務
不
履
行

（
家
賃
滞
納
な
ど
）が
あ
っ
た
場
合
に
、貸
主
に
家

賃
を
立
て
替
え
て
支
払
う（
代
位
弁
済
）業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、賃
貸
借
契
約
時
に
利

用
し
て
お
け
ば
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
滞
納
が
発
生
し
て
も
、大
家
さ
ん
は
家

賃
が
保
証
さ
れ
る
わ
け
で
す
。事
前
に
実
際
で
き

る
対
策
と
し
て
は
、非
常
に
効
果
的
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
も
、保
証
に
よ
っ
て
は
家
賃
以
外
に
、更
新

料
や
退
去
時
の
原
状
回
復
費
用
、さ
ら
に
部
屋
の

明
渡
し
訴
訟
の
裁
判
費
用
な
ど
を
負
担
し
て
く

れ
る
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、強
制
退
去

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
も
損
失
を
抑
え
る
こ
と

が
可
能
で
す
。実
際
に
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
考

慮
す
べ
き
な
の
は
、保
証
プ
ラ
ン
の
内
容
に
対
す

る
利
用
料
の
バ
ラ
ン
ス
、そ
し
て
契
約
時
の
審
査

の
厳
し
さ
で
す
。理
由
は
、保
証
会
社
さ
ん
の
審
査

が
厳
し
過
ぎ
る
と
契
約
自
体
が
決
ま
り
に
く
い
か

ら
で
す
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、家
賃
保
証
会
社

さ
ん
を
活
用
す
る
こ
と
が
安
心
に
繋
が
り
ま
す
。

【
Q
3
】家
賃
収
入
が
減
り
金
融
機
関
への
返
済

が
厳
し
い
状
況
な
の
で
す
が
、何
か
対
策
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

【
A
3
】所
有
物
件
の
テ
ナ
ン
ト
事
業
者
が
、家
賃

を
支
払
え
な
い
等
の
状
況
に
な
っ
た
場
合
、家
主

と
し
て
も
銀
行
への
不
動
産
ロ
ー
ン
の
返
済
が
あ

る
た
め
、簡
単
に
了
解
し
に
く
い
心
情
で
し
ょ
う
。

ま
ず
、金
融
機
関
への
返
済
の
猶
予
を
お
願
い
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。1
年
間
の
返
済
猶
予
と
、金
利
の

減
免
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、一定
期
間
、家
賃
収
入
が

無
か
っ
た
と
し
て
も
、当
面
の
間
は
、凌
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。現
在
は
、金
融
機
関
に
相
談
窓
口
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、返
済
猶
予
や
期
間
の
見
直
し
な

ど
を
検
討
し
て
く
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、資
金
繰
り
の
支
援
策
と
し
て
用
意
さ

れ
て
い
る
、次
の
よ
う
な
実
質
3
年
間
無
利
子
融

資
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

①
日
本
政
策
金
融
公
庫
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
特
別
貸
付
／
■
実
質
無
利
子
化

の
限
度
額
＝
2
億
円（
中
小
事
業・別
枠
）、

4
0
0
0
万
円（
国
民
事
業・別
枠
）■
期
間

＝
20
年（
設
備
資
金
）、15
年（
運
転
資
金
）

②
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
＝
危
機
対
応
融
資
／

■
実
質
無
利
子
化
の
限
度
額
＝
2
億
円（
別

枠
）■
期
間
＝
20
年（
設
備
資
金
）、15
年（
運

転
資
金
）

　
こ
れ
ら
の
融
資
を
利
用
す
る
に
は
、個
人
事
業

主
の
場
合
で
売
上
高
5
％
以
上
、さ
ら
に
小・中

規
模
企
業
者
で
は
売
上
高
20
％
以
上（
セ
ー
フ

ティ
ネ
ッ
ト
保
証
4
号・機
器
関
連
保
証
は
15
％

以
上
）の
減
少
が
要
件
と
な
り
ま
す（
た
だ
し
、製

造
業・建
設
業・運
輸
業・そ
の
他
業
種
で
従
業

員
20
名
以
下
、ま
た
は
卸
売
業・小
売
業・サ
ー

ビ
ス
業
で
従
業
員
5
名
以
下
の
場
合
は
売
上
高

15
％
以
上
の
減
少
で
O
K
）。

【
Q
4
】入
居
者
様
か
ら
感
染
者
が
出
る
リ
ス
ク

を
減
ら
す
た
め
に
、実
践
す
べ
き
対
策
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
。

【
A
4
】ま
ず
は
、物
件
の
共
用
部
を
定
期
的
に

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
し
、そ
の
旨
を
掲
示
板
な
ど
で

告
知
す
れ
ば
安
心
感
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
あ
る
物
件
な
ら
、入
居
者

様
用
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
置
い
て
お
く

の
も
喜
ば
れ
る
は
ず
で
す
。次
に
入
居
者
様

に
対
し
て
、感
染
予
防
に
つ
い
て
の
呼
び
か

け
も
行
い
ま
し
ょ
う
。共
用
部
や
掲
示
板
が

あ
る
物
件
な
ら
、そ
こ
に
手
洗
い
や
マ
ス
ク

着
用
な
ど
に
つ
い
て
注
意
喚
起
し
た
感
染
症

対
策
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
の
も
良
い
と
思
い

ま
す
。感
染
予
防
に
つ
い
て
書
か
れ
た
ポ
ス

タ
ー
は
、厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
し
、大
家
さ
ん
自

ら
が
作
成
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、

マ
ス
ク
や
携
帯
用
の
除
菌
グ
ッ
ズ
、安
価
な

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
入
居
者
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

　
最
後
に
、人
々
の
在
宅
時
間
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
騒
音
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、入
居
者
様
同
士

で
言
い
争
い
が
起
こ
れ
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。そ
の
た
め
、生
活
騒
音
に
つ
い
て
注
意

喚
起
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
共
用
部
や
掲
示
板
に

貼
る
な
ど
の
対
策
を
行
って
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
Q
5
】今
後
は
収
入
減
の
人
が
増
え
る
と

思
う
の
で
す
が
、入
居
決
め
に
効
果
的
な
施

策
は
あ
り
ま
す
か
。

【
A
5
】一
番
効
果
的
な
の
は
、募
集
条
件
を

緩
和
す
る
こ
と
で
す
。な
か
で
も
、最
初
に
検

討
し
た
い
の
は
敷
金
や
礼
金
な
ど
の
初
期
費

用
の
見
直
し
で
す
。例
え
ば
、敷
金
礼
金
を
ゼ

ロ
に
し
て
フ
リ
ー
レ
ン
ト
を
つ
け
る
な
ど
の

対
策
を
行
う
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。さ
ら

に
、高
齢
者
、外
国
人
、ペ
ッ
ト
可
な
ど
に
す

る
の
も
効
果
的
で
す
。そ
れ
で
も
入
居
が
決

ま
ら
な
い
時
は
、家
賃
を
下
げ
る
こ
と
を
視

野
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。値
引
き
の
目
安
は
、ま

ず
は
競
合
物
件
の
家
賃
相
場
か
ら
数
千
円

ぐ
ら
い
安
く
し
て
様
子
を
見
る
の
が
良
い
と

思
い
ま
す
。さ
ら
に
、小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金「
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
」を
申
請
し

て
、物
件
の
設
備
面
を
強
化
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。こ
の
補
助
金
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
事
業
環
境
に
与
え
る
影
響
を

乗
り
越
え
る
た
め
、①
サ
プ
ライ
チ
ェ
ーン
の

毀
損
への
対
応
、②
非
対
面
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
への
転
換
、③
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整

備
と
い
っ
た
対
策
に
取
り
組
む
小
規
模
事
業

者
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。申
請
の
際
は
、

地
域
の
商
工
会
ま
た
は
商
工
会
議
所
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
受
け
経
営
計
画
を
作
成
し
ま

す
。審
査
が
通
れ
ば
、最
大
1
0
0
万
円（
①

は
使
用
金
額
の
2
／
3
ま
で
、②
と
③
は
3

／
4
ま
で
）の
補
助
が
出
ま
す
。「
入
居
者
様

の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
要
望
に
応
え
る
た
め
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
無
料
に
す
る
」「
感
染
症
予
防

と
し
て
対
面
受
け
取
り
を
減
ら
す
た
め
、宅

配
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
」な
ど
、し
っ
か
り

し
た
理
由
を
根
拠
に
書
類
を
ま
と
め
れ
ば
、

審
査
が
通
る
確
率
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

【
Q
6
】入
居
者
様
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウイ
ル
ス

に
感
染
し
てし
ま
い
ま
し
た
。ど
う
対
応
すべ

き
でし
ょ
う
か
。

【
A
6
】入
居
者
様
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
場
合
は
、迅
速
に
地
域
の
保
健

所
に
連
絡
し
て
指
示
を
仰
ぎ
ま
し
ょ
う
。そ
し

て
、物
件
の
共
用
部
分
な
ど
を
、し
っ
か
り
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
す
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
絶
対
に
や
っ
て
は
い
け
な
い
の
が
、大
家

さ
ん
が
他
の
入
居
者
様
に「
感
染
さ
れ
た
方

の
情
報
」を
伝
え
る
こ
と
で
す
。感
染
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
が
必
要
な
た
め
、こ

の
よ
う
な
行
為
は
慎
む
べ
き
で
す
。た
と
え
、

別
の
入
居
者
様
か
ら
問
合
せ
が
入
っ
て
も
、

感
染
の
事
実
は
回
答
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。感
染
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
徹
底
し
て

守
る
方
向
で
動
い
て
く
だ
さ
い
。も
し
も「
感

染
者
が
出
た
」と
い
う
情
報
が
漏
れ
て
も
慌

て
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。理
由
は
、感
染

す
る
こ
と
自
体
は
犯
罪
行
為
で
は
な
い
か
ら

で
す
。仮
に
、既
存
の
入
居
者
様
か
ら「
感
染

者
を
撤
去
さ
せ
て
欲
し
い
」と
い
っ
た
要
望

が
出
て
も
対
応
す
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。

感
染
さ
れ
た
方
も
被
害
者
で
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
た
こ
と
が
契
約
解
除
の

事
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
む
し
ろ「
退
去
さ
せ
て
欲
し
い
」と
騒
い
で

い
る
入
居
者
様
に
、き
ち
ん
と
今
後
の
予
防

策
を
説
明
し
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

【
Q
7
】賃
貸
経
営
が
厳
し
く
な
っ
た
場
合
、

税
金
や
社
会
保
険
料
な
ど
に
支
払
い
の
猶
予

は
あ
る
の
でし
ょ
う
か
。

【
A
7
】今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
救
済
措
置
と
し

て
、国
税
や
地
方
税
、さ
ら
に
社
会
保
険
料
な

ど
に
つ
い
て
も
、無
担
保
の
延
滞
金
な
し
と
い

う
形
で
1
年
間
の
猶
予
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、国
税
で
は
所
得
税
、法
人
税
、消

費
税
な
ど
、印
紙
で
納
め
る
も
の
を
除
い
た
、

ほ
ぼ
す
べて
の
税
目
が
対
象
に
な
り
ま
す
。要

件
と
し
て
は
、2
0
2
0
年
２
月
以
降
の
任

意
の
期
間（
1
ヶ
月
以
上
）に
お
い
て
、事
業

等
に
か
か
る
収
入
が
前
年
同
期
に
比
べ
て
、

概
ね
20
％
以
上
減
少
し
て
い
る
場
合
と
な
り

ま
す
。ま
た
、納
付
す
べ
き
国
税
の
納
期
限
ま

で
に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。さ
ら
に
、

地
方
税
も
個
人
住
民
税
、地
方
法
人
二
税
、

固
定
資
産
税
な
ど
、証
紙
徴
収
の
方
法
で
納

め
る
も
の
を
除
い
た
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
税
目
が

対
象
で
す
。

　
そ
し
て
、固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
に

も
減
免
の
措
置
が
あ
り
ま
す
。要
件
と
し
て
は

2
0
2
0
年
2
〜
10
月
の
任
意
の
連
続
す
る

3
ヵ
月
の
売
上
が
前
年
同
期
比
30
％
以
上
減

少
し
た
場
合
、１
／
２
に
軽
減
、50
％
以
上
減

少
し
た
ケ
ー
ス
は
全
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

　
最
後
に
、社
会
保
険
料
に
つ
い
て
で
す

が
、2
0
2
0
年
2
月
以
降
の
任
意
の
期
間

（
1
ヵ
月
以
上
）で
、事
業
収
入
な
ど
が
前
年

同
期
に
比
べ
20
％
以
上
減
少
し
て
い
る
場
合

に
は
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
納
付
を
猶
予

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、国
民
健
康
保
険
料
に
も
、納
税
猶

予
や
軽
減
措
置
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、各
自
治
体
に
問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

不
動
産
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
毎
回
、国
土
交
通
省「
不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
事
例
デ
ー
タ

ベー
ス
」よ
り
様
々
な
事
例
を
ピ
ッ
ク
アッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

解説
◆
事
案
の
概
要
◆

　
Ｘ
は
、平
成
10
年
12
月
に
Ｙ

所
有
ビ
ル
の
一
室
を
賃
借
し
、

婦
人
服
販
売
店
を
経
営
し
て
い

た
が
、地
下
１
階
に
、小
料
理
屋

Ａ
が
営
業
を
開
始
す
る
と
、焼

き
魚
等
の
臭
い
が
発
生
し
、売

上
げ
が
減
少
す
る
な
ど
、婦
人

服
販
売
に
支
障
が
生
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
。Ｘ
は
、媒
介
業
者
や

Ｙ
に
対
し
て
、苦
情
を
申
し
入

れ
、悪
臭
の
問
題
が
解
決
す
る

ま
で
賃
料
を
支
払
わ
な
い
と
Ｙ

に
通
告
し
た
。一
方
、Ｙ
は
、Ｘ

に
対
し
て
、本
件
貸
室
の
明
渡

し
及
び
未
払
賃
料
等
の
支
払
を

求
め
て
訴
え
を
提
起
し
、平
成

14
年
７
月
、本
件
契
約
は
合
意

解
約
さ
れ
た
。

　
Ｘ
は
、賃
借
目
的
に
か
な
う

状
態
に
維
持
す
べ
き
義
務
を
負

担
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

悪
臭
の
防
止
等
の
義
務
を
怠
っ

た
と
し
て
、Ｙ
に
対
し
、売
上
げ

減
少
等
の
損
害
賠
償
を
求
め
て

提
訴
し
た
。こ
れ
に
対
し
Ｙ
は
、

債
務
不
履
行
を
争
う
と
と
も

に
、予
備
的
に
Ｘ
の
未
払
賃
料

等
と
の
相
殺
を
主
張
し
た
。

◆
判
決
の
要
旨
◆

　
（
ア
）賃
貸
借
契
約
に
お
け
る

賃
貸
人
に
は
、あ
ら
ゆ
る
臭
い

の
発
生
を
防
止
す
べ
き
義
務
が

あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、賃

貸
借
の
目
的
か
ら
見
て
、目
的

物
を
そ
の
目
的
に
従
っ
て
使
用

収
益
す
る
上
で
、社
会
通
念
上
、

受
忍
限
度
を
逸
脱
す
る
程
度
の

悪
臭
が
発
生
す
る
場
合
に
、こ

れ
を
放
置
し
若
し
く
は
防
止
策

を
怠
る
場
合
に
、初
め
て
、賃
貸

人
に
債
務
不
履
行
責
任
が
生
ず

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
（
イ
）本
件
に
つ
い
て
は
、Ｘ
の

30
数
名
の
顧
客
が
飲
食
店
か
ら

の
魚
の
臭
い
に
つ
い
て
、か
な
り

の
不
快
感
を
示
し
て
お
り
、悪

臭
に
よ
っ
て
被
害
を
被
っ
た
事

実
が
認
め
ら
れ
、他
方
、Ｙ
側
に

お
い
て
、悪
臭
に
関
す
る
抜
本

的
な
解
決
策
を
と
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。し
た
が
っ

て
、Ｙ
は
、賃
借
人
に
目
的
物
を

使
用
収
益
せ
し
め
る
義
務
を

怠
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、Ｘ
に
対

し
て
債
務
不
履
行
責
任
を
負
う

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
（
ウ
）損
害
額
に
つ
い
て
は
、

客
観
的
証
拠
は
な
く
、Ｘ
の
主

張
す
る
損
害
全
額
を
認
め
る
こ

と
は
到
底
で
き
な
い
が
、店
舗

の
環
境
の
悪
化
に
よ
っ
て
、顧

客
の
購
買
意
欲
の
減
退
な
ど
の

被
害
を
受
け
た
こ
と
は
認
め
ら

れ
、悪
臭
の
発
生
と
相
当
因
果

関
係
に
あ
る
損
害
は
、80
万
円

と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

他
方
、Ｙ
が
、Ｘ
に
対
し
て
有
す

る
未
払
賃
料
等
に
係
る
債
権

は
、1
1
2
万
円
余
で
あ
る
の

で
、こ
れ
と
、Ｙ
が
、Ｘ
に
対
し

て
負
う
損
害
額
80
万
円
余
を
相

殺
す
る
と
、Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る

本
件
請
求
債
権
は
存
在
し
な
い

の
で
、Ｘ
の
請
求
は
、理
由
が
な

い
か
ら
棄
却
す
る
。

◆
ま
と
め
◆

　
本
判
決
は
、賃
貸
借
契
約
に

お
け
る
賃
貸
人
の
義
務
は
、賃

借
人
に
目
的
物
を
引
き
渡
す
だ

け
で
は
な
く
、目
的
物
が
使
用

収
益
に
適
し
た
状
態
に
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
う
も

の
で
あ
り
、目
的
物
が
使
用
収

益
に
適
し
た
状
態
で
な
く
な
っ

た
の
で
あ
れ
ば
、そ
の
直
接
的

原
因
が
他
の
賃
借
人
に
因
る
も

の
だ
と
し
て
も
、損
害
賠
償
責

任
を
免
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

飲
食
店
か
ら
の
悪
臭
に
つ
い
て
、

放
置
し
た
賃
貸
人
の
責
任
を
認
め
、

賃
貸
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
た
事
例
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ウ
ス
ド
ゥ
で
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
余
談
に
な
り
ま
す
が
、私
は
函

館
か
ら
帯
広
へ
引
越
す
た
め
に
引

越
業
者
を
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
車
に
荷
物
を
積
み
、越
し
て
き

ま
し
た
。１
度
で
は
運
び
き
れ
ず

２
回
に
わ
た
っ
た
の
で
、片
道
８

時
間
の
24
時
間
車
を
運
転
し
て

帯
広
へ
参
り
ま
し
た
。し
か
し
、苦

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
！

　
来
た
ば
か
り
で
、土
地
勘
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、趣
味
の
ド
ラ
イ
ブ・

サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
絶
賛
土
地
勘
養

い
中
で
ご
ざ
い
ま
す
！

　
様
々
な
お
客
様
、様
々
な
物
件

に
出
会
え
る
こ
と
が
、今
か
ら
楽

し
み
で
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
！

　
ぜ
ひ
、土
地・建

物・不
動
産
を
お
求

め
の
際
は
ハ
ウ
ス

ド
ゥ
へ
ご
来
店
く
だ

さ
い
。

　
精
一
杯
、お
客
様

の
お
役
に
立
て
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
！

　
こ
れ
か
ら
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
は
じ
め
ま
し
て
、よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。ハ
ウ
ス
ド
ド
ゥ 

帯
広
店
の
長
谷
川
皓
毅（
こ
う

き
）と
申
し
ま
す
。

　
つ
い
先
日
、８
月
21
日
よ
り
、

勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　
出
身
は
道
南
の
地
、函
館
で

す
。帯
広
へ
来
る
前
は
、大
学
が

関
西
の
教
育
大
学
だ
っ
た
事
も

あ
り
、奈
良
県
で
学
校
の
先
生
を

し
て
お
り
ま
し
た
。そ
の
後
、地

元
の
函
館
で
不
動
産
業
に
携
わ

り
、縁
が
あ
り
ま
し
て
、帯
広
の
ハ

通信 4

池原〈帯広ドットコム代表〉が
綴るブログから抜粋

　会社をもっと効率よく、スタッフが働きやすく、そして所得
を取ってもらう仕組みを作りたく、上場されている会社の指
導をいただき、先日から会社の仕組み作りを始めました。ま
ず、各部門の責任者にこの仕組みを理解してもらってから、
現場のスタッフに落としていこうと思っております。
　目指す経営の形は、ユニット経営という経営手法です。
沢山の本などが出ているので、必要な方は参考にされたら
良いと思います。
　目指すところは、売上を上げることではなく、利益を上げる
ことに主体を置く経営手法です。売り上げが上がろうが下
がろうが、会社組織が増益になる仕組み作りがその目的に
なります（当然売り上げはないよりはあった方が良いに決ま
っているのですが）。経営の無駄をなくしながら、削減した経
費は、スタッフに還元していくことを繰り返していくことで、目
的の利益体質な組織にしていきます…。
　従来、経営側が行っていた会社の帳簿チェック、原価計
算、経費管理を現場単位でユニットを組み、数字管理をする
手法です。実際にこの手法で組織を動かしている会社に教
わった方が早いと思い、1年間かけてコンサルしてもらいなが
ら、目的を達したく思っております。
　私の感覚で舵取りしてきましたが、数字をスタッフと見な
がら舵取りしていく割合増えてくるんだろうと思います。
　店舗や部門ごとの数字管理になるので、社内間でも業
績が上がっている部門、そうでない部門など、所得にも差が
出てくることになるんだろうと思います。
　スタッフ全員で知恵を絞りながら、よい会社にできればと
思っております…。

ユニット経営 2020年
8月7日

　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
と
は
い
え
、現

在
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
脅
威
や
経
済
への
ダ
メ
ー

ジ
は
続
い
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、み
な
さ
ん
の
疑
問

に
お
答
え
し
な
が
ら
、今
、大
家
さ
ん
が
把
握
し
て

お
く
べき
対
応
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
Q
1
】住
居
と
テ
ナ
ン
ト
を
運
営
し
てい
る
の
で

す
が
、借
主
様
か
ら
家
賃
の
減
額
や
支
払
い
猶
予

の
要
望
が
出
て
い
ま
す
。滞
納
者
も
発
生
し
て
い

る
の
で
す
が
、ど
う
対
応
すべき
でし
ょ
う
。

【
A
1
】こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、ま
ず
は
借
主

側
に
国
が
用
意
し
て
い
る
家
賃
の
補
助
金
制
度

の
活
用
を
提
案
し
ま
し
ょ
う
。例
え
ば
、住
居
の

入
居
者
様
に
は「
住
居
確
保
給
付
金
」が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど

の
影
響
で
収
入
が
減
少
し
、生
活
が
困
窮
し
て
い

る
方
の
た
め
の
補
助
金
で
す
。対
象
要
件
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
主
た
る
生
計
維
持
者
が
離
職・廃
業
後
2
年

以
内
で
あ
る
場
合
、も
し
く
は
個
人
の
責
任・

都
合
に
よ
ら
ず
給
与
な
ど
を
得
る
機
会
が
、

離
職・廃
業
と
の
同
程
度
ま
で
減
少
し
て
い

る
場
合

②
直
近
の
月
の
世
帯
収
入
合
計
額
が
、市
町
村
民

税
の
均
等
額
が
非
課
税
と
な
る
額
の
1
／
12

と
、家
賃（
た
だ
し
上
限
あ
り
）の
合
計
額
を
超

え
てい
な
い
こ
と

③
現
在
の
世
帯
の
預
貯
金
合
計
額
が
、各
市
区
町

村
で
定
め
る
額
を
超
え
てい
な
い
こ
と

④
誠
実
か
つ
熱
心
に
求
職
活
動
を
行
う
こ
と

　
以
上
を
満
た
し
て
い
る
方
な
ら
、申
請
す
る
こ

と
で
家
賃
額（
市
区
町
村
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
支

給
上
限
額
以
内
）が
原
則
3
ヵ
月
間（
延
長
2
回

ま
で
最
大
9
ヵ
月
間
）支
給
さ
れ
ま
す
。し
か
も
、

給
付
金
は
自
治
体
か
ら
大
家
さ
ん
や
管
理
会
社

さ
ん
へ
、直
接
支
払
わ
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

　
ま
た
、テ
ナ
ン
ト
の
場
合
に
は「
家
賃
支
援
給
付

金
」が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、売
上
が
急
減

し
た
事
業
者
の
方
を
救
済
す
る
た
め
の
家
賃
補
助

で
す
。給
付
の
対
象
者
は
資
本
金
10
億
円
未
満
の

中
堅
企
業
、中
小
企
業
、小
規
模
事
業
者
、個
人
事

業
者
な
ど
に
な
り
ま
す
。売
上
減
の
対
象
に
な
る

期
間
は
2
0
2
0
年
5
月
〜
12
月
で
、こ
の
期
間

に
お
い
て「
前
年
同
月
比
50
％
以
上
減
少
」も
し
く

は「
連
続
す
る
3
ヵ
月
が
前
年
同
期
比
30
％
以
上

減
少
」し
て
い
る
事
業
主
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

給
付
額
は
次
の
通
り
で
す
。

■
法
人
の
場
合

①
支
払
賃
料
が
月
額
75
万
円
以
下
＝
支
払
賃
料

×
2
／
3

②
支
払
賃
料
が
75
万
円
超
＝
50
万
円
＋「
支
払
賃

料
の
75
万
円
の
超
過
分
×
1
／
3
」

■
個
人
事
業
者
の
場
合

①
支
払
賃
料
が
月
額
37
万
5
0
0
0
円
以
下
＝

支
払
賃
料
×
2
／
3

②
支
払
賃
料
が
月
額
37
万
5
0
0
0
円
超
＝
25

万
円
＋「
支
払
賃
料
の
37
万
5
0
0
0
円
の
超

過
分
×
1
／
3
」

　
た
だ
し
、法
人
は
月
1
0
0
万
円
が
上
限
と
な

り
最
大
6
ヵ
月
＝
6
0
0
万
円
、個
人
事
業
者
は

月
50
万
円
が
上
限
で
最
大
6
ヵ
月
＝
3
0
0
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
給
付
の
時
期
に
つ
い
て
は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、7
月
中
に
は
申
請
が
開
始
さ
れ
る
見
込
み（
7

月
6
日
現
在
）で
、テ
ナ
ン
ト
の
業
種
に
制
限
な
ど

も
な
い
た
め
、幅
広
い
事
業
者
の
方
が
家
賃
補
助

を
受
け
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

【
Q
２
】入
居
者
様
が
申
請
す
る
補
助
金
以
外
で
、

大
家
さ
ん
が
事
前
に
で
き
る
滞
納
の
対
策
は
あ

り
ま
す
か
。

【
A
2
】今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
、必
要
性
を
改
め
て
強
く
感
じ
る
の

が
家
賃
保
証
会
社
さ
ん
は
、借
主
に
債
務
不
履
行

（
家
賃
滞
納
な
ど
）が
あ
っ
た
場
合
に
、貸
主
に
家

賃
を
立
て
替
え
て
支
払
う（
代
位
弁
済
）業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、賃
貸
借
契
約
時
に
利

用
し
て
お
け
ば
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
滞
納
が
発
生
し
て
も
、大
家
さ
ん
は
家

賃
が
保
証
さ
れ
る
わ
け
で
す
。事
前
に
実
際
で
き

る
対
策
と
し
て
は
、非
常
に
効
果
的
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
も
、保
証
に
よ
っ
て
は
家
賃
以
外
に
、更
新

料
や
退
去
時
の
原
状
回
復
費
用
、さ
ら
に
部
屋
の

明
渡
し
訴
訟
の
裁
判
費
用
な
ど
を
負
担
し
て
く

れ
る
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、強
制
退
去

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
も
損
失
を
抑
え
る
こ
と

が
可
能
で
す
。実
際
に
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
考

慮
す
べ
き
な
の
は
、保
証
プ
ラ
ン
の
内
容
に
対
す

る
利
用
料
の
バ
ラ
ン
ス
、そ
し
て
契
約
時
の
審
査

の
厳
し
さ
で
す
。理
由
は
、保
証
会
社
さ
ん
の
審
査

が
厳
し
過
ぎ
る
と
契
約
自
体
が
決
ま
り
に
く
い
か

ら
で
す
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、家
賃
保
証
会
社

さ
ん
を
活
用
す
る
こ
と
が
安
心
に
繋
が
り
ま
す
。

【
Q
3
】家
賃
収
入
が
減
り
金
融
機
関
への
返
済

が
厳
し
い
状
況
な
の
で
す
が
、何
か
対
策
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

【
A
3
】所
有
物
件
の
テ
ナ
ン
ト
事
業
者
が
、家
賃

を
支
払
え
な
い
等
の
状
況
に
な
っ
た
場
合
、家
主

と
し
て
も
銀
行
への
不
動
産
ロ
ー
ン
の
返
済
が
あ

る
た
め
、簡
単
に
了
解
し
に
く
い
心
情
で
し
ょ
う
。

ま
ず
、金
融
機
関
への
返
済
の
猶
予
を
お
願
い
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。1
年
間
の
返
済
猶
予
と
、金
利
の

減
免
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、一定
期
間
、家
賃
収
入
が

無
か
っ
た
と
し
て
も
、当
面
の
間
は
、凌
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。現
在
は
、金
融
機
関
に
相
談
窓
口
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、返
済
猶
予
や
期
間
の
見
直
し
な

ど
を
検
討
し
て
く
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、資
金
繰
り
の
支
援
策
と
し
て
用
意
さ

れ
て
い
る
、次
の
よ
う
な
実
質
3
年
間
無
利
子
融

資
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

①
日
本
政
策
金
融
公
庫
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
特
別
貸
付
／
■
実
質
無
利
子
化

の
限
度
額
＝
2
億
円（
中
小
事
業・別
枠
）、

4
0
0
0
万
円（
国
民
事
業・別
枠
）■
期
間

＝
20
年（
設
備
資
金
）、15
年（
運
転
資
金
）

②
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
＝
危
機
対
応
融
資
／

■
実
質
無
利
子
化
の
限
度
額
＝
2
億
円（
別

枠
）■
期
間
＝
20
年（
設
備
資
金
）、15
年（
運

転
資
金
）

　
こ
れ
ら
の
融
資
を
利
用
す
る
に
は
、個
人
事
業

主
の
場
合
で
売
上
高
5
％
以
上
、さ
ら
に
小・中

規
模
企
業
者
で
は
売
上
高
20
％
以
上（
セ
ー
フ

ティ
ネ
ッ
ト
保
証
4
号・機
器
関
連
保
証
は
15
％

以
上
）の
減
少
が
要
件
と
な
り
ま
す（
た
だ
し
、製

造
業・建
設
業・運
輸
業・そ
の
他
業
種
で
従
業

員
20
名
以
下
、ま
た
は
卸
売
業・小
売
業・サ
ー

ビ
ス
業
で
従
業
員
5
名
以
下
の
場
合
は
売
上
高

15
％
以
上
の
減
少
で
O
K
）。

【
Q
4
】入
居
者
様
か
ら
感
染
者
が
出
る
リ
ス
ク

を
減
ら
す
た
め
に
、実
践
す
べ
き
対
策
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
。

【
A
4
】ま
ず
は
、物
件
の
共
用
部
を
定
期
的
に

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
し
、そ
の
旨
を
掲
示
板
な
ど
で

告
知
す
れ
ば
安
心
感
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
あ
る
物
件
な
ら
、入
居
者

様
用
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
置
い
て
お
く

の
も
喜
ば
れ
る
は
ず
で
す
。次
に
入
居
者
様

に
対
し
て
、感
染
予
防
に
つ
い
て
の
呼
び
か

け
も
行
い
ま
し
ょ
う
。共
用
部
や
掲
示
板
が

あ
る
物
件
な
ら
、そ
こ
に
手
洗
い
や
マ
ス
ク

着
用
な
ど
に
つ
い
て
注
意
喚
起
し
た
感
染
症

対
策
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
の
も
良
い
と
思
い

ま
す
。感
染
予
防
に
つ
い
て
書
か
れ
た
ポ
ス

タ
ー
は
、厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
し
、大
家
さ
ん
自

ら
が
作
成
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、

マ
ス
ク
や
携
帯
用
の
除
菌
グ
ッ
ズ
、安
価
な

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
入
居
者
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

　
最
後
に
、人
々
の
在
宅
時
間
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
騒
音
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、入
居
者
様
同
士

で
言
い
争
い
が
起
こ
れ
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。そ
の
た
め
、生
活
騒
音
に
つ
い
て
注
意

喚
起
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
共
用
部
や
掲
示
板
に

貼
る
な
ど
の
対
策
を
行
って
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
Q
5
】今
後
は
収
入
減
の
人
が
増
え
る
と

思
う
の
で
す
が
、入
居
決
め
に
効
果
的
な
施

策
は
あ
り
ま
す
か
。

【
A
5
】一
番
効
果
的
な
の
は
、募
集
条
件
を

緩
和
す
る
こ
と
で
す
。な
か
で
も
、最
初
に
検

討
し
た
い
の
は
敷
金
や
礼
金
な
ど
の
初
期
費

用
の
見
直
し
で
す
。例
え
ば
、敷
金
礼
金
を
ゼ

ロ
に
し
て
フ
リ
ー
レ
ン
ト
を
つ
け
る
な
ど
の

対
策
を
行
う
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。さ
ら

に
、高
齢
者
、外
国
人
、ペ
ッ
ト
可
な
ど
に
す

る
の
も
効
果
的
で
す
。そ
れ
で
も
入
居
が
決

ま
ら
な
い
時
は
、家
賃
を
下
げ
る
こ
と
を
視

野
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。値
引
き
の
目
安
は
、ま

ず
は
競
合
物
件
の
家
賃
相
場
か
ら
数
千
円

ぐ
ら
い
安
く
し
て
様
子
を
見
る
の
が
良
い
と

思
い
ま
す
。さ
ら
に
、小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金「
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
」を
申
請
し

て
、物
件
の
設
備
面
を
強
化
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。こ
の
補
助
金
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
事
業
環
境
に
与
え
る
影
響
を

乗
り
越
え
る
た
め
、①
サ
プ
ライ
チ
ェ
ーン
の

毀
損
への
対
応
、②
非
対
面
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
への
転
換
、③
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整

備
と
い
っ
た
対
策
に
取
り
組
む
小
規
模
事
業

者
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。申
請
の
際
は
、

地
域
の
商
工
会
ま
た
は
商
工
会
議
所
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
受
け
経
営
計
画
を
作
成
し
ま

す
。審
査
が
通
れ
ば
、最
大
1
0
0
万
円（
①

は
使
用
金
額
の
2
／
3
ま
で
、②
と
③
は
3

／
4
ま
で
）の
補
助
が
出
ま
す
。「
入
居
者
様

の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
要
望
に
応
え
る
た
め
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
無
料
に
す
る
」「
感
染
症
予
防

と
し
て
対
面
受
け
取
り
を
減
ら
す
た
め
、宅

配
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
」な
ど
、し
っ
か
り

し
た
理
由
を
根
拠
に
書
類
を
ま
と
め
れ
ば
、

審
査
が
通
る
確
率
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

【
Q
6
】入
居
者
様
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウイ
ル
ス

に
感
染
し
てし
ま
い
ま
し
た
。ど
う
対
応
すべ

き
でし
ょ
う
か
。

【
A
6
】入
居
者
様
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
場
合
は
、迅
速
に
地
域
の
保
健

所
に
連
絡
し
て
指
示
を
仰
ぎ
ま
し
ょ
う
。そ
し

て
、物
件
の
共
用
部
分
な
ど
を
、し
っ
か
り
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
す
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
絶
対
に
や
っ
て
は
い
け
な
い
の
が
、大
家

さ
ん
が
他
の
入
居
者
様
に「
感
染
さ
れ
た
方

の
情
報
」を
伝
え
る
こ
と
で
す
。感
染
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
が
必
要
な
た
め
、こ

の
よ
う
な
行
為
は
慎
む
べ
き
で
す
。た
と
え
、

別
の
入
居
者
様
か
ら
問
合
せ
が
入
っ
て
も
、

感
染
の
事
実
は
回
答
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。感
染
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
徹
底
し
て

守
る
方
向
で
動
い
て
く
だ
さ
い
。も
し
も「
感

染
者
が
出
た
」と
い
う
情
報
が
漏
れ
て
も
慌

て
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。理
由
は
、感
染

す
る
こ
と
自
体
は
犯
罪
行
為
で
は
な
い
か
ら

で
す
。仮
に
、既
存
の
入
居
者
様
か
ら「
感
染

者
を
撤
去
さ
せ
て
欲
し
い
」と
い
っ
た
要
望

が
出
て
も
対
応
す
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。

感
染
さ
れ
た
方
も
被
害
者
で
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
た
こ
と
が
契
約
解
除
の

事
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
む
し
ろ「
退
去
さ
せ
て
欲
し
い
」と
騒
い
で

い
る
入
居
者
様
に
、き
ち
ん
と
今
後
の
予
防

策
を
説
明
し
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

【
Q
7
】賃
貸
経
営
が
厳
し
く
な
っ
た
場
合
、

税
金
や
社
会
保
険
料
な
ど
に
支
払
い
の
猶
予

は
あ
る
の
でし
ょ
う
か
。

【
A
7
】今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
救
済
措
置
と
し

て
、国
税
や
地
方
税
、さ
ら
に
社
会
保
険
料
な

ど
に
つ
い
て
も
、無
担
保
の
延
滞
金
な
し
と
い

う
形
で
1
年
間
の
猶
予
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、国
税
で
は
所
得
税
、法
人
税
、消

費
税
な
ど
、印
紙
で
納
め
る
も
の
を
除
い
た
、

ほ
ぼ
す
べて
の
税
目
が
対
象
に
な
り
ま
す
。要

件
と
し
て
は
、2
0
2
0
年
２
月
以
降
の
任

意
の
期
間（
1
ヶ
月
以
上
）に
お
い
て
、事
業

等
に
か
か
る
収
入
が
前
年
同
期
に
比
べ
て
、

概
ね
20
％
以
上
減
少
し
て
い
る
場
合
と
な
り

ま
す
。ま
た
、納
付
す
べ
き
国
税
の
納
期
限
ま

で
に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。さ
ら
に
、

地
方
税
も
個
人
住
民
税
、地
方
法
人
二
税
、

固
定
資
産
税
な
ど
、証
紙
徴
収
の
方
法
で
納

め
る
も
の
を
除
い
た
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
税
目
が

対
象
で
す
。

　
そ
し
て
、固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
に

も
減
免
の
措
置
が
あ
り
ま
す
。要
件
と
し
て
は

2
0
2
0
年
2
〜
10
月
の
任
意
の
連
続
す
る

3
ヵ
月
の
売
上
が
前
年
同
期
比
30
％
以
上
減

少
し
た
場
合
、１
／
２
に
軽
減
、50
％
以
上
減

少
し
た
ケ
ー
ス
は
全
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

　
最
後
に
、社
会
保
険
料
に
つ
い
て
で
す

が
、2
0
2
0
年
2
月
以
降
の
任
意
の
期
間

（
1
ヵ
月
以
上
）で
、事
業
収
入
な
ど
が
前
年

同
期
に
比
べ
20
％
以
上
減
少
し
て
い
る
場
合

に
は
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
納
付
を
猶
予

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、国
民
健
康
保
険
料
に
も
、納
税
猶

予
や
軽
減
措
置
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、各
自
治
体
に
問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
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